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一般質問

議
員　

長

期
休
館
中

の
戸
田
市

立
図
書
館
。

再
開
時
、
指

定
管
理
者

に
よ
る
運
営
が
始
ま
る
が
、

選
書
等
の
ル
ー
ル
や
適
切

な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
重

要
。
指
定
管
理
者
選
定
や

以
降
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
、

今
後
の
管
理
運
営
に
つ
い

て
伺
う
。

教
育
部
長　
選
書
等
は
指

定
管
理
者
が
市
の
収
集
方

針
に
基
づ
き
一
次
選
書
を

行
い
、
二
次
選
書
と
購
入

を
教
育
委
員
会
が
行
う
予

定
。
事
業
者
の
選
定
時
に

職
員
配
置
や
新
た
な
自
主

事
業
の
提
案
を
受
け
、
移

行
後
四
半
期
と
年
間
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
を
通
し
て
、
職

員
配
置
や
行
事
等
の
実
施

状
況
を
厳
し
く
監
視
す
る
。

議
員　
平
成
28
年
策
定
の

戸
田
市
立
図
書
館
ビ
ジ
ョ

ン
で
は
、
市
民
の
要
望
を

受
け
、
カ
フ
ェ
等
の
検
討

が
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

ビ
ジ
ョ
ン
の
進
め
方
は
。

教
育
部
長　
ビ
ジ
ョ
ン
を

踏
ま
え
事
業
者
を
決
定
し
、

議
員　
「
広

報
と
だ
」

の
各
家
庭

へ
の
配
布

は
、
各
町

会
に
依
頼
し
て
い
る
が
、

「
行
政
で
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
も
あ
る
。
中
で

も
、「
広
報
と
だ
」
と
同
時

に
配
布
す
る
チ
ラ
シ
の
折

り
込
み
作
業
の
負
担
感
が

大
き
く
、
あ
る
町
会
で
は

い
つ
も
特
定
の
方
に
作
業

負
担
が
か
か
っ
て
い
る
と

聞
く
。
折
り
込
み
作
業
を

無
く
す
だ
け
な
ら
ば
折
り

込
み
機
を
使
う
方
法
が
あ

る
。
本
件
の
み
な
ら
ず
、

少
し
で
も
町
会
の
負
担
軽

減
を
考
え
る
べ
き
。

市
民
生
活
部
長　
負
担
軽

減
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
中
な
の
で
、
そ
の
結

果
に
基
づ
き
協
議
し
て
い

く
。

広報とだの折り込み　
作業等、負担軽減を

「アンケート結果に基づき協議」

町

　会

指
定
管
理
者
選
定
や

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
今
後
は

「
職
員
配
置
や
行
事
等
厳
し
く
監
視
す
る
」

戸田市立図書館

共
に
実
現
に
向
け
取
り
組

む
。
カ
フ
ェ
開
設
は
今
後

も
検
討
課
題
。
今
回
の
工

事
で
現
行
の
休
憩
飲
食
ス

ペ
ー
ス
を
拡
大
予
定
。

議
員　
戸
田
市
は
地
方
税

の
縛
り
が
無
く
、
独
自
事

業
等
多
い
と
感
じ
る
。
昨

年
内
閣
府
に
よ
り
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
の
推
進
が
掲
げ
ら
れ
た
。

詳
細
な
類
似
団
体
を
選
定

し
て
比
較
や
参
考
に
す
る

等
、
統
計
デ
ー
タ
活
用
の

推
進
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
類
似
団
体
と

の
比
較
や
統
計
デ
ー
タ
の

活
用
に
つ
い
て
は
、
計
画

策
定
や
行
政
評
価
等
に
お

い
て
行
っ
て
お
り
、
効
率

的
な
行
政
運
営
を
進
め
て

い
る
。
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進

は
、
さ
ら
に
重
要
性
が
増

す
と
考
え
て
お
り
、
職
員

の
育
成
等
に
つ
い
て
も
推

進
す
る
。

▶
図
書
館
・
郷
土
博
物
館

▲町会の皆さま、毎回ありがとうございます

Ｉ
Ｔ
投
資
で

内
部
業
務
の
効
率
化
を

Ｅ

※

Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
推
進
を

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
戸
田
市
立
介
護
老
人

保
健
施
設
が
指
定
管

理
者
に
よ
る
運
営
と

な
っ
た
。
介
護
の
質

向
上
へ
、
適
切
な
評

価
と
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
の
仕
組
み
づ
く
り

を
。

Ａ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
適

切
に
行
う
。

          　つぶやき

町
会
頼
み
は
、

も
う
や
め
よ
う

※ＥＢＰＭ……ｴﾋﾞﾃﾞﾝｽ ･ ﾍﾞｰｽﾄ ･ ﾎﾟﾘｼｰ ･ ﾒｲｷﾝｸﾞ。証拠に基づく政策立案。政策目的を明確化し、
情報やデータなどの証拠に基づき政策を決めていく手法。

酒
さ か い

井 郁
い く ろ う

郎 議員

矢や

ざ

わ澤 

青は

る

か河 

議
員

議
員　
Ｉ
Ｔ
の
導
入
で
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る
。

例
え
ば
、
現
在
市
役
所
で

は
紙
の
タ
イ
ム
カ
ー
ド
を

使
用
し
て
お
り
、
そ
の
内

容
を
入
力
し
た
り
紙
に
打

ち
出
し
た
り
、
は
ん
こ
を

押
し
た
り
突
合
し
た
り
と
、

手
数
が
か
か
る
上
、
ミ
ス

も
発
生
し
や
す
く
、
効
率

の
面
で
も
事
務
の
正
確
さ

と
い
う
意
味
で
も
、
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

総
務
部
長　
部
門
間
の
シ

ス
テ
ム
連
携
改
善
や
先
端

技
術
の
導
入
を
進
め
る
。
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議会改革特別委員会
委員長報告
議会改革特別委員会では、前任期の特別委員
会から申し送りされたタブレット端末およびク
ラウド文書共有システムの導入について、全議
員を対象に実際にタブレット端末を使用する形
式で、説明会を 3回開催。また、先進導入自治
体を委員会で視察、さらに、タブレット端末を
既に導入している他の市議会における運用状況
についての調査を実施するなど、調査研究を進
めてきました。
その後、本市議会が求める機能要件の確認、
戸田市議会タブレット端末使用基準の策定、そ
して、本年６月定例会において、タブレット端末、
システム導入および運用に係る費用についての
補正予算が議決され、本年８月 20日に、タブレ
ット端末の運用を開始、本会議や委員会で使用
する議案書等の資料をクラウド上での共有・閲
覧が可能となりました。

タブレット端末を導入
全議員に貸与
戸田市議会では、本年８月 20日より、タブレ
ット端末とクラウド文書共有システムの運用を
開始しました。
文書ファイルをタブレット端末などで閲覧で
きるようになり、情報共有の迅速化や会議運営
の効率化などが期待されています。当分の間は、
紙資料と併用となりますが、段階的に会議のペ
ーパーレス化を目指していきます。

▲平成 30 年 7 月豪雨　駅頭募金 ( 戸田公園駅 )▲会場のアオーレ長岡にて

▲クラウド文書共有システム操作説明会 ( ８月 27 日 )

　駅頭募金を実施　
平成30年７月豪雨

「平成 30 年７月豪雨」で亡くなられた方々に哀
悼の意を表するとともに、被災者の皆様にお見舞
いを申し上げます。
戸田市議会では、被災された地域の方々への
支援といたしまして、７月19日の夕刻、議員が市
内 3 駅に赴き、駅頭募金活動を行いました。
その結果、18万 8,060 円の募金が集まりました。
これは全国市議会議長会を通じて、被災地域へ
の支援に活用されます。ご協力、ありがとうござ
いました。

全国都市問題会議に参加
第 80 回全国都市問題会議が、10月11日、
12日の２日間にわたり新潟県長岡市で開催され、
戸田市議会からは９名の議員が参加しました。
「市民協働による公共の拠点づくり」をテーマ
に、長岡市における事例や、長岡市長や学識経
験者の講演と報告、パネルディスカッションなど
を見聞きし、市民協働による公共の拠点づくりに
向けて考察を深めることができ、大変有意義な
会議となりました。




